
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 T2101 

令和５年度 国際教養科 

 

教科 芸能文化 科目 
（学）国際理

解・アジア研究 
単位数 ２単位 年次 １～４年次 

使用教科書 無し 

副教材等 無し 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・日本とかかわりの深い朝鮮半島の国をはじめとするアジア諸国の歴史・地理・文化・時事問題

などを題材に、日本に住む自分自身の事を新しい角度で見ることができる授業です。日本にと

って身近な国々を中心に取り上げ、様々な視点から学びます。 

・身近なニュースを取り上げるので、日々のニュースに関心を持つようにしてください。 

 

 

２ 学習の到達目標 

① 日本と諸外国との歴史の変遷を資料等で確認し、現在の日本の形成過程を理解する。 

② アジア諸国と日本の関係性について理解する。 

③ 時事問題に対して自らの意見を持ち、発表することができる。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

知識：古代～近現代の歴史の

変化に関わる諸事象につい

て、世界・アジア諸国とその

中の日本を広く相互的な視

野から捉え、現代的な諸課題

の形成に関わる近現代の歴

史を理解する。 

技能：諸資料から歴史に関す

る様々な情報を適切かつ効

果的に調べまとめる技能を

身に付けるようにする。 

 

 

古代～近現代の歴史の変化に

関わる事象の意味や意義、特色

などを、時期や年代、推移、比

較、相互の関連や現在とのつな

がりなどに着目して、概念など

を活用して多面的・多角的に考

察したり、歴史に見られる課題

を把握し解決を視野に入れて

構想したりする力や、考察、構

想したことを効果的に説明し

たり、それらを基に議論したり

する力を養う。 

古代～近現代の歴史の変化に

関わる諸事象について、よりよ

い社会の実現を視野に課題を

主体的に追究、解決しようとす

る態度を養うとともに、多面

的・多角的な考察や深い理解を

通して涵養される日本国民と

しての自覚、我が国の歴史に対

する愛情、他国や他国の文化を

尊重することの大切さについ

ての自覚などを深める。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

月 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

４
～
月
５
月 

日

本

の

歴

史 

古代～近代まで 

a: 日本の基礎知識・歴史につい

て、基本的な事柄を理解し、その

知識を身に付けている。 

 

b:日本に関する事柄について、各

時代の特徴を踏まえ、多面的多角

的に考察し、その過程や結果を適

切に表現している。 

 

c:日本に関する事柄に対する関

心と課題意識を高め、それらを意

欲的に追及し、とらえようとして

いる。 

・授業内 

小テスト 

・定期考査 

・授業内プリ

ント 

・定期考査 

振り返り

プリント 

 

 

 

 

６
月
～
７
月 

ア
ジ
ア
諸
国
と
日
本 

 

朝鮮半島と日本 

a: 朝鮮半島の基礎知識・歴史に

ついて、基本的な事柄を理解し、

その知識を身に付けている。 

 

b: 朝鮮半島に関する事柄につい

て、各時代の特徴を踏まえ、多面

的多角的に考察し、その過程や結

果を適切に表現している。 

 

c: 朝鮮半島に関する事柄に対す

る関心と課題意識を高め、それら

を意欲的に追及し、とらえようと

している。 

・授業内 

小テスト 

・定期考査 

・授業内プリ

ント 

・定期考査 

振り返り

プリント 

 

 

 

 

中国と日本 

a: 中国の基礎知識・歴史につい

て、基本的な事柄を理解し、その

知識を身に付けている。 

 

b: 中国に関する事柄について、

各時代の特徴を踏まえ、多面的多

角的に考察し、その過程や結果を

適切に表現している。 

 

c: 中国に関する事柄に対する関

心と課題意識を高め、それらを意

欲的に追及し、とらえようとして

いる。 

・授業内 

小テスト 

・定期考査 

・授業内プリ

ント 

・定期考査 

振り返り

プリント 

 

 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

東南アジアと日本 

a: 東南アジアの基礎知識・歴史

について、基本的な事柄を理解

し、その知識を身に付けている。 

 

b: 東南アジアに関する事柄につ

いて、各時代の特徴を踏まえ、多

面的多角的に考察し、その過程や

結果を適切に表現している。 

 

c: 東南アジアに関する事柄に対

する関心と課題意識を高め、それ

らを意欲的に追及し、とらえよう

としている。 

・授業内 

小テスト 

・定期考査 

・授業内プリ

ント 

・定期考査 

振り返り

プリント 

 

 

 

 

８
月
～
９
月 

世
界
の
中
の
日
本 

ヨーロッパと日本 

a:ヨーロッパの基礎知識・歴史に

ついて、基本的な事柄を理解し、

その知識を身に付けている。 

 

b:ヨーロッパに関する事柄につ

いて、各時代の特徴を踏まえ、多

面的多角的に考察し、その過程や

結果を適切に表現している。 

 

c: ヨーロッパに関する事柄に対

する関心と課題意識を高め、それ

らを意欲的に追及し、とらえよう

としている。 

・授業内 

小テスト 

・定期考査 

・授業内プリ

ント 

・定期考査 

振り返り

プリント 

 

 

 

 

国際社会の諸問題について 

a: 国際社会の諸問題について、

基本的な事柄を理解し、その知識

を身に付けている。 

 

b: 国際社会の諸問題に関する事

柄について、各時代の特徴を踏ま

え、多面的多角的に考察し、その

過程や結果を適切に表現してい

る。 

 

c: 国際社会の諸問題に関する事

柄に対する関心と課題意識を高

め、それらを意欲的に追及し、と

らえようとしている。 

・授業内 

小テスト 

・定期考査 

・授業内プリ

ント 

・定期考査 

振り返り

プリント 

 

 

 

 

後期は開講しない 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         


